












予期しない妊娠など、何らかの理由により親子分離された児童は全国で 4 万 6
千人にのぼり、平成 25 年から約 1.2 倍増加しています。そのうち里子として里
親に預けられる委託率は 16.5%です。 










































 事業名 日時・場所･内容等 人数 
1 第 53 回中国地区里親大会 
 





学生 9 名 
2 第 1 回どうしょん会 
  （里親交流事業） 






里親 12 名 里子 7 名 
学生 17 名  計 36 名 




交流することを目的に、1 泊 2 日の
キャンプを行ないました。 
里親 9 名 里子 7 名 











きました。   
4 平成 28年度岡山県里親会総
会 （託児） 





里親 19 組 里子 27 名 
学生 9 名   








里親 7 名 里子 9 名 
学生 17 名 計 35 名 
6 第 2 回 どうしょん会 
（里親交流事業） 
平成 28 年 11 月 27 日(日) 




里親 8 名 里子 7 名 









参加者 42 名 （学生 10 名） 
8 里母会         
（里母交流事業） 




里母 7 名 里子 2 名 
学生 10 名 計 19 名 
供しました。 
9 里親サポーター養成講座 平成 29 年 2 月 19 日(日) 
美作大学 
子ども 7 名 学生 10 名  





























里子の定員 5 名 
 延べ利用人数 63 名 
（2）活動の成果 
①これまでの活動が認められ、中国地区里親大会で表彰されました。 
②里親サロンの計画と定期的な実施を学生が行うことによって、里親の負担が軽減されました。 
③里親の交流簿場所と機会を、行事や大学を利用して提供する事ができました。 
④数は少ないながら、大学の設備と人的資源を利用して里親研修の機会を提供しました。 
⑤人数は限られていましたが、年間 20回のウキワクフレンドを開催し、里親のレスパイトに寄与 
しました。また、里子にとっては、里親以外の大人（学生）とともに社会体験や学習支援を受ける 
事ができました。 
⑥岡山県の里親会の総会を始め、里子の託児事業に積極的に協力しました。 
⑦募金活動や行事を地域で行なう事により、里親制度に対する地域住民の理解を進めました。 
⑧里親・里子交流行事の予算を、学生自らが募金活動を行なう事により確保する事ができました。 
 
4.今後に向けて 
（1）この活動を多くの方に知っていただき、 
地域で支える里親・里子支援を行いたい。 
美作地区の里親会を支援することにより、この活動を多く
の方に知っていただくとともに、里親の啓発を行い、登録里
親の増加を支援したいと考えています。さらに、「里親・里子をサポートできる地域の創造」「里親・里子
サポーターの養成」を目指します。 
また、里親・里子支援サークルがモデルとなり活動を継続していく事により、里親・里子への関心が誘
発され、学生や市民の「里親支援機関」が各地に増え、里親支援専門相談員を始めとする多種多様な人や
団体による支援の輪が広がり、里親・里子が暮らしやすい社会になる事を目指しています。 
 
（2）里親支援のネットワークを構築し、里親・里子が暮らしやすい社会実現を目指す。 
市民・専門職・児童施設・里親会や大学、そして市民団体の方々とのネトワークを構築し、月１回里親・
里子サポーター会議を開催し、情報交換を進めていきます。またこのネットワークの中には社会人の参
加を促し、支援の量・幅・質を向上させます。里親・里子支援を行い、里親・里子同士の交流を促進する
ことにより、絆を強め、お互いが相談できる環境を醸
成すると共に、研修講座を開催し、サポート、支援の
充実を図ります。そして、市民向けのサポーター養成
講座を開催し、地域の方々に里親・里子への理解を深
めていただくと共に、広く支援を呼びかけます。  
 
 
